
春日井民商創立50年に向け、対象業者比1割の組織建設をめざそう！
5月28日、春日井民商第45回定期総会開かれる

5 月 28 日夜、グリーンパレス春日井で春日井民商第 45 回定期総会が開催され、1 年の活動方針、決算予算
および新役員体制が承認されました。

総会は、小松副会長の開会あいさつでスタート。増田・鍜治両常任理事の議長で進行しました。

今回の総会では、尾中労連・黒田副議長、春日井法律事務所・宮田弁護士、日本共産党市議団・伊藤建治市

会議員から来賓としてご挨拶をいただきました。

つづいて議案起草委員会から、「総会決議案」の提案があり、山崎会計からの財

政報告および労働保険事務組合等の報告があり、森山役員選考委員長から次期役
員名簿の提案がおこなわれ、前半が終了しました。

後半は、討論がおこなわれ、支部・班活動・拡大のとりくみ、融資獲得のとり

くみ、婦人部・共済会の活動などの報告がつづきました。80 歳をこえてまだ元気
で商売を続けている松本顧問からも「宣伝活動の重要性について」発言をいただ

きました。今総会で提案された会費改定については、「支出を見直すべき」「値上

げには反対」「値上げは仕方がない」など率直かつ活発な討論がなされました。

国保税引き下げの運動を提起
今年の方針の中では、住宅リフォーム助成制度の創設や小規模事業者登録制度の実現など「仕事おこし」に

つながる諸制度の実現をめざすとりくみとあわせて、「高すぎて払い切れない国保問題を解決するためにも、

国保の引き下げを求めるとりくみをはじめます。引き下げを実現した北名古屋市の経験なども研究して実現に

向けた活動をおこないます」と国保税の引き下げをめざすとりくみも提起されました。

50周年めざして対象業者比1割の組織をめざす
残念ながら、業者数の減少にともなって、愛知県内の民商会員数も減少しています。その中でも春日井民商

は昨年度は後退をしましたが、この 5年のとりくみでは組織を維持し、前進していること。このことを踏まえ、
創立 50年となる 5年後には市内の対象業者比で 1割をこえる組織を作っていく提案もされました。
総会は最後に、反対意見の出された予算・決算も含め賛成多数で提案された方針案を承認して閉会しました。

鈴木事務局員が名古屋中民商に異動になりました
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自転車(整備済みのもの)・米・みそ・ミルク・離乳食・夏用衣類・下着・紙おむつ・生理用品

退任にあたって 2011.05.28 事務局員 鈴木孝昌
このたび、私は縁あって名古屋中民商に異動となりました。
春日井民商には2005年6月1日からお世話になり、早6年が経ちました。
当初、病み上がりの私に「それでもいい」と勤務させていただいた役員

・会員のみなさんには本当に感謝しています。
6年間、私なりに星野事務局長の指導の下、できる限りの知恵と力で勤め

たつもりです。
簿記学校や共済会、労働保険事務組合の業務と自分の経験で培ってきた

実務経験や運動・組織面の取り組みについても、少しでも役に立てればと
思い勤めてきました。

振り返って5年間の組織現勢が、紆余曲折はあっても全体として前進して
いるという総会方針を見て、その一部分には貢献できたのかなと思います。

いくつかの民商を経験してきて痛切に思うことは、春日井民商の役員会
は一つひとつの方針に対して、とりわけまじめだったことです。いつでも
方針を真正面からとらえ、果敢に挑んでいく姿勢にはいつも感心させられ
ました。

まだまだ、中小業者にとって厳しい情勢が続きます。一層、春日井市の
中核的な業者組織としての役割が民商には求められていきます。

ひょっとすると、春日井市だけでは済まなくなるかもしれません。瀬戸
市や尾張旭市などにも影響力を行使しなければならなくなる時代もくるか
もしれません。

そんな困難も「団結こそ宝」を堅持して、みなさんなら乗り越えて行く
ことができるし、きっと大きな展望を切り開いて行くことと信じています。

私も及ばずながら、中民商で頑張りますので、共に頑張りましょう。


